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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・4/26(火)18：00～部署懇談会。場所：ビアノバ地下エトワール

・4/27(水)14：00～小林満様が就労継続支援B型利用をするための話し合いを青陽館にて開催する予定。(出席者:小嶋SGM)
・人事考課表を4/28(木)までに小嶋SGMへ提出すること。
・4/29(金)祝日プログラム　蒸しパン作り　(担当:小嶋･工藤)

・弥生祭りの報告書が未提出の為、早急に提出すること。(担当:馬場･藤田)

・記録の表紙について毎月印刷していたが、今後は毎月印刷せず、目標が変更になった場合のみ内容を修正し、新たに印刷して使用していく。定期処方薬が変更になった場合は、手書きで訂正。よって、カルテへの綴じ込みもなくなる。
＜利用者様情報＞
・鈴木　惇浩様～本日１週間ぶりの来所となり、体調の確認をすると「体調は悪くないが、眠い」と話している。睡眠の状況を確認すると、眠りが浅いと話している。今まではそのようなことはなかったとのことで、明日の診察で担当医に伝えるようにアドバイスすると「わかりました」と答えている。

・小林　満　様～先週の目標を決める面談で、月１回はAAにいく事としていたが、具体的な話は展開されていなかったため、本日再度面談を実施。本人と話し合い5/4、AAに参加予定としている。

・佐藤ミツ子様～4/23(土)20：30、「ご飯の後から熱っぽいんだよ。鼻水もでる。」と訴えあり、顔面紅潮見られる。体温39.0℃、血圧170/110mmHg、脈118回/分。21：00体温39.5℃で経過。24(日)午前中も39.0℃台の発熱が見られ、昼食は全体の半量摂取。12：00夜間急病診療所を受診し、検査の結果インフルエンザA型と診断を受け、担当医より5日間外出禁止の指示。タミフルカプセル75mg（朝・夕1Tずつ）、アスベリン錠10mgとカルボシステイン錠250mg（毎食後1Tずつ）が5日分処方。発熱時の頓服薬としてカロナール錠200mgが処方となっている。

・鈴木真知子様～本日12：30スタッフへ「ちょっと散歩に行きたいんだけど」と話すため、敷地内をスタッフ同伴で散歩している。散歩中も「気持ちがいいですね」と笑顔見られている。スタッフより、デイナイトケアで過ごすことは楽しいか聞くと、「ここに来ている意味が、よく分からないの」と話すため利用の必要性を説明している。説明の後は、「わかりました」と話し、昔の思い出話しを話している。

＜青明舎利用者様情報＞
・赤石　陽介様～4/20(水)デイケア前の9時頃に来所され、先日4/16に特定相談事業所「ベル・エポック」平舘氏と話合っててきた件について、(火、金)就労継続支援B型事業所「チョコクッキー」で就労、(水)デイケア、(木)青明舎、(月、土、日)休みと決めた事を報告されている。1週間くらい前から後頭部痛があり、病院で検査した方がよいか考えているとのこと。昨日はビール（500ml×３）を飲んでしまった事を報告されている。職員と談話されたり、犬を可愛がるなどされ過ごされているが、犬が吠え、手を伸しなだめた際、右手のてのひら親指付け根部分を噛まれている。出血や噛傷は見られず、痛みもなく本人より「大丈夫。」とのこと。
4/21(木)9時頃、来所。昨日後頭部が痛いとのことだったので血圧測定実施している。血圧156/88㎜Hg、脈86回/分。頭痛は継続しているが大丈夫と話されている。また、昨日犬に噛まれたことに「痛みもなく、大丈夫。」と話されている。本日も調理プログラムに参加され、主に味付けをお願いすると、みんなに味見を依頼して整えている。炒め物を手際良く調理されている。調理したものを全量摂取されている。
・森田　清助様～4/20(水)定期訪問実施。体調は特に変わらず睡眠も問題ないとのこと。3月に青南病院の外来でお金を貸した件については、まだ返して貰っていないとのこと。4/30の外来で返して貰うことになっているが、今回このようなことがあったため、「お金はもう貸さないことにする。」とのこと。トラブルの原因になるため、お金のやりとりはしないよう助言している。

・高柳　和子様～4/20(水)定期訪問実施。テレビを観て穏やかに過ごされている。体調は「良いときもあれば悪いときもありました。」と話されている。先週の木曜日は22時になってもなかなか眠れなくてイライラしたため、頓服薬を服用したとのこと。また、昨日はデイケアで嫌なことがあったと訴えられる。プログラムの中で、スタッフが自分を差別するような感じがしたとのことでイライラ感を覚えたとのこと。その後自宅に帰り泣いてしまい、又死にたいと思い自傷行為をしようと思ったとのこと。しかし、途中でお腹が空いてしまい、気持ちが移り変わったと笑って教えてくれている。また、楽しいことを思い浮かべたり叔母に電話して少し楽になったと話されている。自身で気持ちの切り替えが出来たことを評価している。辛いことは日々の中で必ず出てくること不安感やイライラ感がある時は周囲に相談したり話を聞くことも一つであることを助言している。
・寺沢　彩　様～4/19(火)20:03本人より電話あり。本日青明舎利用時、大久保恒夫様来所にて、知人の田向玲美様が「メグちゃんがいるから、私青明舎に行きにくい。」と話していたと、話があったとのこと。このことで、自身が青明舎を利用して良い場のか不安でいる事を相談されている。これまで通り、青明舎を利用して良い事と、もし顔を合わ手嫌な思いをするようなことがあれば、その時は席を外すなど対応すれば良いと思うことを伝えると、了承し電話を終えている。
4/20(水)16時頃青明舎へ来所され、本人より面接を終えてきたと報告を受ける。程よい緊張感の中でスムーズに行うことができたとのこと。自身が精神障害に罹患していることも難病と一緒に説明してきたと話す。その旨聞いた面接官も受け入れが良く、『精神障害を持っていても仕事が出来ない訳じゃないから大丈夫。』という言葉を頂き安心したと話す。1週間以内には結果通知の連絡がくるとのこと。

・大久保恒夫様～4/21(木)妻(律子様)と来所。相談があるとのこと。現在入居している市営住宅からの引っ越しを考えているとのこと。理由として、現在5階の部屋に住んでいるが、毎日の上り下りはきつく、買い物・ゴミだし・郵便のチェック等1日に何回もの上り下りは限界であるとのこと。生活保護地区担当川原木氏にも相談しており、「妻はまだ若いので手伝えないのか」と言われたようである。しかし、律子様は体調に波がある状態で、律子様一人に頼るわけにはいかないとのこと。本人としては「10月くらいに引っ越したい」とのこと。少しずつ荷物の整理なども始めるよう促している。
・大久保律子様～4/21(木)夫(恒夫様)と一緒に来所。恒夫様が引っ越したい話をされている間は大人しく、青明舎スタッフに話を振られるまで黙っていた。本人も引っ越しについては賛成しているとのこと。引っ越しに向けてお金を貯めたいので、1日300円～500円貯金をしている、来月になったら煙草を止めると話す。これまでは1日1箱吸っていたものを、いきなり禁煙となるとストレスを感じてしまわないか心配であることを話し、徐々に本数を少なくしていくよう提案している。

・我満奈津紀様～4/23(土)定期訪問実施。居間に入ると物が散在されてある。知人経営者のお店での仕事は継続して行っているとのこと。スタッフへ、給与証明書を見せており、八戸市役所へ提出すると話す。（時給1,000円）元々働いていた方が休職から復帰し、自分は今月で終わりの予定であったが今年いっぱい続けることになりそうで、知人経営者が自身を離してくれないとの理由であるとのこと。仕事の継続に関しては主治医には許可を貰っているとのこと。

・坂本　健治様～ワーク柿の木苑で就労している。担当医から、就労している為薬を減らしていきたいとのことから、減薬している。就労中は、幻聴が強い時もあるが、休むことなく仕事をしている様子。頓服薬は持参しているが、「薬を飲んでいると疲れるから減らしている」「幻聴を我慢している」と話されている。グループホーム世話人からは、就労し生活リズムが整ったあたりから、表情が良く、意欲的な発言があり、以前は掃除をあまりしている様子がなかったのだが、掃除機をかけたり部屋の換気をしたりと、きれいにしていることを情報提供している。
＜グループホーム利用者様情報＞
・古舘　ヨリ様～4/22(金)八戸赤十字病院(糖代謝科)受診。体重66kg、血糖値は順調に下がってきているが、コレステロール値が高めとのことで、ゼチーア錠10mg（朝食後1T）が追加処方となっている。服薬セットを確認すると、追加薬が5月からセットされていた為説明し、明日より服用していく。次回受診日6/3(金)予定。

本日、眼鏡のフレームが折れてしまったため、玉屋へ修理に行ってくるとのこと。修理代が2万円もしたらどうしようと不安を話している。

・淡路智恵子様～青陽館担当スタッフとの面談の様子を情報提供している。面談の際「アパートで独り暮らしをしたい」「9月には引っ越したい」と話されている。兄からは断られ、次に妹様に頼む話をしている。世話人へ作話のような言動も見られ、今後引越しが叶わないとなると、また次の訴えが出現(入院等)し出す為、その際は関係部署で集まって話し合って行きたいことを伝えている。
＜外来情報＞
・田中　一　様～亡くなられた清水秋男様について、「49日が終わるまでお経を3000回唱えないと魂を持って行かれる」と話されている。担当医より助言すると「300回」と回数を減らす発言が聞かれている。
・清水　泰雅様～4/29(金)明倫寮へ入居予定。環境の変化に伴い状況確認もあり、入居１週間後に受診予定となっている。

＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　大久保　律子様）

実施日：H28年4月25日（月）13：30～14：00

担当チーム：慶長・藤田

検討内容　目標計画の検討

	氏名
	大久保　律子様
	性別
	女
	年齢
	36
	生年月日
	昭和55年1月31日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	病状悪化予防。日中活動場所の確保。対人交流能力の向上。社会性の維持・向上・生活能力の向上

	本人希望
	生活管理を自分で行えるようになる。

	家族希望
	自立した生活を送れるようになる

	入院歴
	計　2回（最終：H10年6月23日～H10年9月30日　みちのく記念病院）

	通所歴
	　　回目

· 前回：H14年11月14日～　年　月　日

· 今回：H26年5月5日～現在　　（週1回/月か火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：市営住宅
	家族構成　　夫と二人暮し

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	年金　

受給なし
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

生活保護・自立支援医療利用中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活管理を自分で行えるようになる。
	①定期的に通所出来るようになる。
	①週1回は通所し、可能な時間まで過ごす
	①週1回は通所し、疲れた時は無理をせずにスタッフへ相談する。疲労感や不調に自分で気付き、無理して行動せず休息をとれている事を評価する

	
	②夫や友人と喧嘩をしないように付き合っていく。
	②困った時は、スタッフに相談して解決する。
	②夫へ相談出来ない事や、他者との人間関係など、スタッフへ相談し、解決方法をともに考える。自己表現できている場合は、スタッフが誉め自信に繋げる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①週1回は通所し、可能な時間まで過ごす
	・3月は5回中2回来所できているが、4月は来所できていない。4/26来所予定となっている。

・3月頃、夫様より情報提供あり。最近調子を崩しているとのことだったが、4/14夫様より体調が良くなってきているとのこと。

・3月来所したときは、他利用者とカラオケをしたり、表情良く交流しながら落ち着いて過ごすことが出来ている。
	来所頻度は少ないが、今後も目標を継続し、来所時には体調や生活状況の確認を行っていく。

	②困った時は、スタッフに相談して解決する。
	・3/24本人より架電あり。「最近体調が悪くて、デイケアに行けそうもないので、デイケア辞めます」と話しており、状況を確認。睡眠が不安定で食事もなかなかとれていないとのことで、デイケアに行けないと話している。睡眠や食事について詳細を確認しようとするが、詳細を話すことはない。不調時の対処や生活リズムを整える等、デイケアの必要性を説明し、急に辞めるのではなく今後の利用について担当医にも相談するよう伝えると「わかりました」と話している。以降、同様の訴えが聞かれることはない。

・以前、夫様が友人女性と話していると「嫌な気分になる」と話し、特定女性利用者に対し「意地悪されている」と話す事がある。
	今後も目標を継続する。来所時には本人の訴えを傾聴すると共に、相談があった際には一緒に対処法を検討していく。また、デイケアでの様子を確認しながら、スタッフから声をかけ、必要に応じて介入を行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活管理を自分で行えるようになる。
	①定期的に通所出来るようになる。
	①週1回は通所し、可能な時間まで過ごす
	①週1回は通所し、疲れた時は無理をせずにスタッフへ相談する。疲労感や不調に自分で気付き、無理して行動せず休息をとれている事を評価する

	
	②夫や友人と喧嘩をしないように付き合っていく。
	②困った時は、スタッフに相談して解決する。
	②夫へ相談出来ない事や、他者との人間関係など、スタッフへ相談し、解決方法をともに考える。自己表現できている場合は、スタッフが誉め自信に繋げる。


